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神話・演劇と儀礼の基礎研究　3－1
中国の地方戯について
福　満　正　博
　中国の演劇は，明代になると余挑腔，海塩腔，ざ陽腔，箆山腔（毘曲）などの所謂四大声腔
が並び称され，特に箆曲とk陽腔の全盛時代であった。しかしそれも次第に，毘山腔が衰退し，
〈陽腔自身も各地で分化していった。また山西・陳西方面から榔子腔が，湖北からは皮黄腔
などが興隆してくる。これらは「昆」，「高」（k陽腔），「榔」（榔子腔），「黄」（皮黄腔）とま
とめて四類声調と称されたり，これに山東・河南の柳子戯を加えて「毘」，「高」，「榔」，「黄」，
「柳」（柳子腔）の五大類別とされることもある。ともかく清代には様々な地方劇が興起し，ま
すます多くの劇種が乱立して花咲くこととなった。今，現存するの地方劇の劇種を調べてみる
と，例えば「中国戯曲劇種手冊』（李漢飛，中国戯劇出版社1987年）で見れば，その数は三百
数十種に及ぶ。中国各地には，それぞれの地域の方言に即し，またそれぞれの歴史・由来を異
にし，異なる階層に支えられた数多くの劇種が，地域に根付いているのである。
　さて本稿で取り上げようと思っているのは，そのような明代以降に成立した新しい劇種では
ない。このような次第に革新されていく演劇の進化を担った劇種に，含まれない劇種もまたあ
るのである。この研究の目的からいえば，それらとは反対にできるだけ中国の演劇の古風な面
影を残している地方劇を扱おうと思っている。そのような劇種をまとめて，これからの現地調
査の役に立てることを目的にしたい。本稿では「中国戯曲劇種手冊』，『中国戯曲曲芸詞典』
（新華書店，1981年），『中国大百科全書・戯曲，曲芸』（中国第百科全書出版社，1983年），『中
国戯曲志』（文化芸術出版社）などから目に付くものを取り上げてみた。おおむね次のようで
ある。
山西省…鋸鼓雑戯，要核児戯，永済道情戯，対子戯，罫戯（春i寳）
陳西省…秦腔，合陽跳戯，合陽線腔，陳西碗碗腔，陳西老腔，郡郵戯，陳西道情戯，陳南
　　　　端公戯，端公戯（跳端公）
甘粛省…高山戯
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山東省…柳琴戯，八仙戯
江蘇省…濫劇，揚劇，通劇，丁丁腔，
安徽省…青陽腔，安徽灘戯（灘願戯，師道戯），安徽端公戯，含弓戯，洪山戯
漸江省…醒感戯，金華昆毘腔戯，
江西省…k陽腔，目干河戯，東河戯，寧河戯，
福建省…蓄仙戯（興化戯），梨園戯，高甲戯，詞明戯，打城戯，竹馬戯，肩膀戯
広東省…現劇，正字戯，白字戯，潮劇
広西壮族自治区…広西師公戯
湖南省…湘劇，辰河戯，籟劇，湘西花灯戯，湘西陽戯，衡陽花鼓戯，師道戯，湘西苗劇，
　　　　新晃伺族灘戯，
湖北省…荊州花鼓戯，堂戯，
河南省…懐榔
四川省…四川灯戯
雲南省…関索劇
貴州省…安順地戯
　六十種ほどであろうか。ここで見逃したものもあるだろう。また省ごとに分かれているので，
別のものとして分けられるが，実際は省の境界をまたがって同じものもあるかもしれない。以
下それぞれの劇種について，その梗概をまとめていきたい。
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合陽跳戯
　陳西省の東，滑南市の合陽県の黄河沿いの地区に残っている。跳ねたりしながら踊り唄うの
で，現地の人々は「跳調」「調調」「雑戯」「踏戯」などと呼んでいる。銅鋸と太鼓が主な楽器
で，鏡銭，小太鼓，噴ロ内（チャルメラ）などを伴奏にする。弦楽器はなく，打楽器が中心なの
で，リズムが強烈である。武術・拳術の型が基本である。粗野で原始的である。古代の郷人灘で，
神を祀り感謝したのが起源だといわれる。少林寺拳の型が舞踏の基本となっているのは，農民
は「雑劇」をするという名目で，武芸の練習をしていたのが理由だと言われている。
　今は合陽県の東行庄・東王庄を本拠にしているが，昔盛んなときにはその範囲が同じ陳西省
の韓城・朝邑・澄城などの県から，隣の山西省の万栄・臨猜・安邑・運城などの県まで拡がっ
ていた。村ごとに戯台があり，一つの村に複数の社があり，その社がそれぞれに衣装箱を持っ
ていた。広場で行なう「唖ロ巴跳」（広場跳）と，舞台に上がる「吟諦跳」（上台跳）とがあった。
劇目は五・六百本あったらしい。主に明清時代に作られた話で，「列国史」・「封神」・「説唐」・
「西遊」・「飛龍」・「説岳」・「楊家将」・「水潜伝」・「彰公案」などを話材にしていた。今では
八十本ほどが残っていて，『出祁山』・『平魏図」・『五路伐蜀』などがある。四句から多くても
八句の長さの詞が基本で，一句も七言か十言である。男役でも女役でも，歌うというよりは，
詩を吟ずると言う感じであり，音楽も簡単なリズムが幾つかあるに過ぎなかった。
　「開台」というものがあって，宋代の「引戯」と似ている。毎年春節の初五の日に「春官」
役が出てきて，祝賀の祝詞を述べ，俗に「開台生」と言われた。「開台生」は紅い着物を着て，
頭には役人の使う薄絹の帽子をかぶり，顔は隈取して，手には扇子も持ってゆっくりと登場す
る。そこで即興のご当地自慢をしたり，生活の苦情を述べたりした。その後神戯があり，主に
武戯を行ない，これを「打台」と言った。最後に戯曲の演目を上演した。
合陽線腔
　偲偏人形劇。「線胡」「線猴」「線胡戯」などと呼ばれている。陳西省・山西省一帯では，偲
偲人形劇の歴史は古く，漢・魏・南北朝時代から，文献に記録が残っている。現在でも四百本
ほど劇目が残っている。題材は列国史・三国志・水潜伝などの歴史故事であるが，中には宝巻・
変文などの民間故事も含まれていると言う。人気の劇目には，「三箱」（「百宝箱」，「西廟」，「嚢
哉装箱」），「二楼」（「摘仙楼」，「鴛鴛楼」），「二十四巻」（孝廉巻）などがある。音楽は「線偶
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調」と「乱弾調」の二つがある。「線偶調」というのは合陽の偲偏人形劇の独特の音楽で，管
弦楽器を使わず，鐸を使って軽く叩きリズムを取るものである。「乱弾調」と言うのは，新し
く乱弾腔から取り入れたものである。
陳南端公戯
　陳南と言うのは，西安の南の秦嶺山脈のまた南の，漢中・安康・商洛の三つの地域をさす。
巫戯壇歌と花鼓筒子とが一つになったもので，「壇戯」とも呼ばれる。端公というのは男性の
巫観のことで，もともとは唐代の侍御史の別名である（明律などでも，当時の巫蜆のことを「端
公太保師婆」と記述している）。もともとは神に祈る祀神慶壇の儀式の神歌から発展してきた
ものだろうと考えられている。その後民間の芸能が加わったものと考えられる。現存する劇目
は二百本ほどあり，紗本も九十あまり残っている。劇目としては，「八仙図」，「万寿山」，「上
天梯」などの神仙故事も残っている。
陳西道情劇
　道情というのは唐代の教坊から始まったとか，道観の儀式・音楽に起源するとかいろいろの
説がある。ともかく南宋の『武林旧事』などには，その記載が見える。元の散曲にも記述が見
える。多くは明代の楽曲系講唱文学として分類される（葉徳均「宋元明講唱文学」，『戯曲小説
叢考』1979）。
　陳西道情劇の場合，安康の道情戯だけでも千数百の劇本が残っている。「西遊記」「封神伝」
などの劇本もある。また「関公成聖」「薬王巻」「黄梁夢」などの神仙道化劇も残っている。音
楽は，楽曲系と板腔体の両方があり，七言十言の板腔体が主流である。
鋸鼓雑戯
　「鏡鼓雑戯」「龍岩雑戯」とも呼ばれる。山西省の晋南地区の農村で行なわれる。芸人の話で
は，神に捧げる「酬神劇」なので，代々伝えられて変化していないと言う。一説には，宋金雑
劇に淵源すると言われる。劇目としては「三打祝家庄」「閑天宮」「目連救母」など五十三種あ
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る。劇の始まる前に「雑劇教師」が帽子をかぶり，長抱と馬掛（乗馬服）を着て，儀式をする。
蓄仙戯
　伝統演劇の劇種。福建省の甫田県，仙遊県を中心に福清，恵安，永泰県あたりまでの地域で
流行する劇種。この地域が昔は，興化府と呼ばれていたので，興化戯または興化腔ともいう。
　福建省における芸能の記録はとても古く，早いものでは唐時代の末，福州の禅僧の宗一大師
が，蒲田に遊び「百戯」の歓迎を受けたと言う記述がある（「景徳傳燈録』）。南宋の『西湖老
人繁勝録』には，福建の人形劇団（「福建鞄老」）が三百人いたとの記録がある。また蕾仙よ
り少し南の潭州では，陳淳（1153～1217）の手紙に，「乞冬」（「祈春」「報秋」とも言われる）
のために，秋の収穫が終わると町中で仮設の戯台をつくり役者が演劇をして楽しんでいるとい
う報告が残っている。蓄田出身の劉克荘（1137～1236）の詩には，南宋の蒲田における百戯・
雑劇の賑やかなさまが，詠われている。
　南宋では，経済の中心地が南に移動したが，海外貿易も盛んとなり，南は交趾（ベトナム）・
三仏斉（インドネシア）を経て天竺（インド）・大食（アラビア）まで続き，北は高麗，日本
へと続く海路も大きな動脈となってきていた。杭州・温州・寧波・潮州・泉州・広州などの諸
都市と並んで，甫田も重要な貿易港となり，経済的にも繁栄していた。
　南方の戯曲「南戯」は南宋時代に始まったとされるが，最初は「温州雑劇」とか「永嘉雑劇」
などと呼ばれ，現在の漸江省の温州で起こったと言われている。甫田にも，同じ時期から起
こったか，或は早い時期に温州から伝わったものと思われる。明代の『永楽大典目録』には古
い戯文の劇目として，33種類記録されている。また，明代の徐滑の『南詞叙録』には，65種
の古い戯文の劇目が「宋元旧篇」として挙げられている。劉念慈氏の「南戯新証」に拠れば，
これらのうち現在の甫仙戯に劇本も有する劇目は，25種目あまりに及ぶ。主なものとしては，
「察伯ロ皆」，「王魁」，「王十朋」，「劉知遠」，「郭華」，「殺狗」，「王祥」，「蒋世隆」などがある。
甫仙戯は，梨園戯と並び，中国でも代表的に古くからの南戯の演目を残す地方劇なのである。
　蓄仙戯では，生，旦，青朋女（浮），末，丑，貼，外の7つの役に大きく分かれていたので，「興
化七子班」とも呼ばれていた。清代にも盛んに上演され，当時の記録によれば百数十の劇団が
あったことが記録されている。現在でも，特色ある地方戯として活躍している。
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高甲戯
　伝統演劇の劇種。「九角戯」「丈甲戯」などとも言う。福建省南部から台湾，東南アジアの華
僑居住地区に至るまで流行している。二百年ほど前，福建省沿海の農村の迎神饗会や季節祭の
慶事で，若者たちが水濫伝の登場人物に扮して仮装行列をして道を練り歩き，広場で様々な陣
形を組んだりしていた。また民間の銅鋸や太鼓などの音楽の唯子に合わせて，簡単な武技も演
じていた。「宋江仔」，「宋江戯」などと呼ばれた。後に梨園戯などから上演技術を吸収して，
劇種として成立した。伝統的な劇目に「大闇花府」「困河南」などがある。なお，高甲戯は，
竹馬戯から生まれたという説も別にある。
湘　劇
　伝統演劇の劇種。湖南省の洞庭湖の南，長沙市・湘潭市を中心として，南は茶陵，西は安化
あたりまでの一帯に流行した。明代の長沙には，吉王府があり商業の中心地でもあった。湘劇
の曲調には，「高腔」。「低牌子」・「昆腔」・「乱弾」がある。「高腔」は，東隣の江西省のk陽か
ら始まったとされるk陽腔が発展したもの。徐滑の『南詞叙録』には，当時湖南でもk陽腔が
流行していることが記されているので，明末清初には流入したことが分かる。「低牌子」は，
一種の曲牌連套体である。「低牌子」と「高腔」を，交互に歌う上演方法もあり，「高低間唱」
と言う。こうした大型の曲目に「封神伝」「目連伝」「岳飛伝」「百花記」などがあった。「昆腔」
は，蘇州の昆山から発したもので，k陽腔に遅れて三百年ほど前に流入した。一度は盛行した
が，清末にはすたれて「蔵舟刺梁」「思凡」などのわずかな場面が残っているだけである。「乱
弾」には，南路の「二黄腔」と北路の「西皮腔」がある。清の乾隆年間に湖北・安徽などから
流入した。劇目としては，「水潜」劇「三国」劇のほかに，推理劇の「四進士」「奇双会」など
がある。比較的古い曲目を保存していて，高則誠の「琵琶記」の一場面を残しているほかに，
王船山の戯曲「龍船会」なども残している。
籟　劇
伝統演劇の劇種。籟というのは，江西省の別名。中国の南方の演劇では，明代の初めには，
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k陽腔と言う劇種があったことが既に記録されている。明末になると，これが発展して，様々
な劇種になった。徽州腔，池州腔，青陽腔，楽平腔，太平腔，義烏腔などがあったとされる。
しかしこれらの地名は，実は現在の江西省，安徽省，漸江省，福建省の四つの省が境を接する
交通の要衝の地域に集中している。これらの劇種の違いについては，様々な説があるが，しか
しその背景には，共通して当時のこの地域で活躍した新安商人たちの経済力があっただろうと
言う認識は，共通している。この要衝の地の江西省側，省の北東地域に楽平とk陽があり，こ
こはまさにk陽腔の発祥の地である。後に，北の楽平の地には饒河班，少し南のk陽の地には
広信班という流派が残っていて，二つが1950年に合併したのが，改名したのが籟劇である。
ざ陽腔は後に，渡唱を混ぜた青陽腔に発展するが，饒河班には，これが残っている。また，青
陽腔になる前の古風なk陽腔が，1957年に発見されている。広信班は，高腔を持たず，主に
二黄調と西皮調をあわせた乱弾が主流となっている。劇目に「珍珠記」「還魂記」「西域記」な
どがある。
専　劇
　伝統演劇の劇種。広東語を使う劇種なので，広東省，広西省，香港，マカオ，東南アジア，
世界各地の華僑居住区などで流行している。明末の徐溜『南詞叙録』には，k陽腔が広東でも
流行していたという記録があるので，広東に於ける演劇の歴史は古い。清の道光年間（十九世
紀初）の，楊掌生の『夢華項簿』には，当時の劇団が，外江班と本地班の二つに分かれていた
と記録されている。外江班は，昆山腔。k陽腔を中心とし，本地班は，西秦榔子を中心として
いた。次第に昆山腔・k陽腔はすたれ，西皮腔・二黄腔の影響を新たに受けて，榔子を主調と
する鯉劇が完成した。しかし清の威豊四年（1854）に，鯉劇芸人の李文茂は，太平天国の乱に
関与して，鯉劇は同治七年（1868）までの十五年間上演を禁止されてしまった。また辛亥革命
の前後にも，新劇の影響も受けて，各地で革命思想の宣伝の巡回も行なった。このような結果，
鯉劇も大きく変化して，特に1920年代頃から音程を下げて榔子を歌うなど歌唱法を変えたほ
か，劇の内容も日常身近な内容を扱う様になってきた。その後もまた，いろいろと新しい趣向
を取り入れえて，革新を進めている。歴代の著名な役者としては，馬師曾，紅線女，羅品超，
白駒栄などがいる。
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正字戯
　伝統演劇の劇種。劇中で使用される言葉は，北方官話。海豊県・陸豊県を中心とする広東省
東部から福建省南部にかけて，現在では台湾でも流行している。広東省や福建省では，北方官
話方言のことを「正字」「正音」と言うことに由来する。広東省の潮州市潮安県の墓から，「宣
徳六年」（1431年）と記された抄本の戯曲「劉希必金銀記」が出土していて，巻末に「正字」
の字が見えるので，劇種の由来は明代初期にまで遡る。文戯と武戯に別れ，伝統的劇目に『琵
琶記」劇，『三国」劇などがある。
白字戯
　伝統演劇の劇種。北方官話を「正字」と言ったのに対し，方言のことを「白字」と言ったこ
とに由来する。「正字戯」の流入に対し，在地の民間芸能を集めて形成された。したがって，
「正字戯」と併せて上演されることが多かった。もとは福建省南部の「老白字」，広東省潮州の「潮
州白字」，海豊県・陸豊県の「南下白字」に分かれていたが，現在では，海豊県・陸豊県の「南
下白字」のみをさして「白字戯」とする。したがって現在の泉州の梨園戯潮州戯とは，密接
な関係を持っている。伝統的劇目として「英台連」「同窓記」などがある。
西秦戯
　伝統演劇の劇種。「乱弾戯」・「西秦腔」などとも言う。広東省の東部，福建省の南部，台湾
などで流行する。清代の初期には，既に広東で盛行していた。中国西北地方から，湖南・湖北
を経由して流入したものと，江西・福建を経由して流入したものとがあり，「上路」・「下路」
と区別する。主な曲調として正線・西皮・二蟹などがあり，それから陳西省・甘粛省・四川省
一帯の「秦腔」劇・「漢調二笈」劇や安徽省の「徽劇」などと淵源関係が有ると考えられている。
伝統的劇目に「斬鄭恩」「醇仁貴回密」などがある。
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辰河戯
　伝統演劇の劇種。湖南省の西部，涜水の中・上流域から貴州省・四川省にかけての地域で流
行する。主な曲調は，芙陽腔から発展した高腔で，これ以外にもに昆腔・弾腔などがあった。
清朝の始めには専門の劇団があった。「高台班」と呼ばれる舞台で上演する職業劇団，「蟻台
班」と呼ばれる人形劇団（主にアマチュア），「園鼓堂」と呼ばれる歌唱だけのものなどの区別
がある。「高台班」の上演活動も，解放前には酬神・家演目的のものが多かった。伝統的な曲
目には，「黄金印」「紅抱記」「一品忠」「琵琶記」などがある。
高甲戯
　伝統演劇の劇種。「九角戯」「丈甲戯」などとも言う。福建省南部から台湾，東南アジアの華
僑居住地区に至るまで流行している。二百年ほど前，福建省沿海の農村の迎神審会や季節祭の
慶事で，若者たちが水濟伝の登場人物に扮して仮装行列をして道を練り歩き，広場で様々な陣
形を組んだりしていた。また民間の銅鋸や太鼓などの音楽の唾子に合わせて，簡単な武技も演
じていた。「宋江仔」，「宋江戯」などと呼ばれた。後に梨園戯などから上演技術を吸収して，
劇種として成立した。伝統的な劇目に「大閾花府」「困河南」などがある。なお，高甲戯は，
竹馬戯から生まれたという説も別にある。
五音戯
　伝統演劇の劇種。「肘鼓子」「五人戯」「秩歌腔」などとも言う。山東省の中部で流行してい
る。流派としては，斉南・溜博などを西路，昌灘・折源などを東路，恵民・済陽などを北路と
する，三つの地域に分かれている。名前の由来は，農民の労働歌の「秩歌」を基礎に出来たか
らという「秩歌腔」説，踊りのしぐさからそう呼ばれたという「肘鼓子」説，最初は一人が楽
器を叩き四人が演ずる五人編成だったからそう呼ばれたと言う「五人戯」説，山東方言では
「人」と「音」が同じだったのでそこから説って出来たという「五音戯」説などがある。農村
の民間芸能から出来たもので，歴史は，二百年ほどではないかと考えられている。
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尋　謳
　広東地区の民謡。広東語圏で流行している民間歌曲。招子庸（？～1846）は，清代の中期
の嘉慶年間に科挙試験に合格し山東省灘県の知事をした。彼は，音律に詳しく百二十首ほど曲
を集めた『鯉謳』を出し，曲と広東方言の註釈も加えて，読者に分かりやすくした。これらは
同じ民謡の「木魚歌」や「南音」などを基礎にした音曲だと言われている。歌だけが基本であ
るが，琵琶や洞篇（縦笛）などの管弦楽器の伴奏もある。旋律は，沈轡で哀愁感にあふれたも
のが多い。「聴春鶯」「春果有恨」など，多くの曲が人口に月會妥した。
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